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（申請タイプ） 

 

【地域の基礎データ】 

人口：25,080 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：31.9％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農業（みかん、山椒、花き）、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：32 名（1 回生：8 名、2 回生：6 名、 

3 回生：10 名、4 回生：8 名） 

活動期間：平成 23 年 7 月～ 

担当教員：大浦由美 

 

1．活動実施の経緯 

有田川町での第 19 回全国棚田（千枚田）サミット（2013 年度）

開催決定をきっかけに，2010 年に県が企画した「棚田モニターツ

アー」に当時の観光学部生約 20 名が参加した。地域の農業者の

高齢化とともに耕作放棄地が増加する当地の現状を目の当たり

にして，学生側から「棚田保全ボランティア」のアイデアが出さ

れたことをきっかけに，学内で棚田保全ボランティアへの参加者

を募り，「棚田ふぁむ」を結成。2011 年 7 月から活動を開始した。 
 

2．活動の内容 

今年度もコロナ禍の影響を受け，現地活動は「山椒収穫支援」と「稲刈り」の 2 回となっ

た。その他の活動は以下の通りである。 

・ 定期的なミーティングの開催：学生リーダーを中心として定期的に全体ミーティングを

実施し，活動に関する意見交換や議論の他，棚田に関するミニ学習会を開催した。 

・ メンバー紹介および活動報告誌の作成  

・ 活動に関するワークショップの開催：コロナ禍が 2 年に及ぶなかで，現地にほとんど行

くことができず，学生にとって活動の意義を見出し難い日々が続いた。そこで，活動開

始時から現在までの活動を振り返り，今後の活動の方向性を考えるワークショップを開

催した。 
 

3．活動を通じて 

コロナ禍が長期化するなかで，これまでの活動形態の見直しを余儀なくされている。現地

関係者および行政との議論を重ね，地域にとってよりよい活動を共に模索していきたい。 

和歌山県有田郡有田川町 

学生との協働による棚田保全・集落支援活動 
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4．成果物（ポスター） 

 

 


